
『これからの人生 100 年時代を多世代で考える

シニアと若者－異世代のコミュニ
ケーションはできるのか？　<前編>

長生きは不幸ですか？』

--------　頭に浮かんだこととアウトプットが違う

＞伊藤

『BABA lab』とのつきあいは、もう７年くらいになります

かね。こうやって改まって話す機会がないので、ちょっと

照れくさいですね。

＞桑原

伊藤さんには『BABA lab』のさまざまな事業を一緒に考え

てもらっていますが、仕事以外の話をこうやってじっくり

語り合ったことはなかったですね。

最初は『BABA lab』で開発した孫育て商品のプロモーショ

ンの相談で私が『asobot』を訪れたんですよね。伊藤さん

からアドバイスを受け、『BABA lab』の事業は商品開発か

らサービス開発に軸を移していき、その後、『asobot』の

影響をうけてメディアも始めました。おかげで、こうして

伊藤さんを取材する機会ができました。

今回は、伊藤さんの得意分野である「コミュニケーショ

ン」をテーマに、若い人たちとシニアとの世代間ギャッ

プや、私や伊藤さんくらいの中間の世代ができること

について、いろいろと話せればと思います。

さっそくなのですが、「世代間のコミュニケーション」

についての話の前に、コミュニケーションをお仕事に

されている伊藤さんには、ぜひコミュニーションその

ものについて、少し教えてもらいたいんです。

実は以前から聞きたかったのですが、伊藤さんは、「コ

ミュニケーション」ということにとてもこだわってい

ますが、そのこだわり方として、コミュニケーション

にある “隔たりやギャップ”を常に埋めようとしてい

るのかな？　と思うときがあるんです。なぜそんなに、

ギャップを埋めたいのか…と、ちょっと思ったりする

のですが（笑）

＞伊藤

いきなり根本的なところから来ましたね（笑）　僕は

ファーストキャリアが広告代理店だったので、企業の要

望を汲み取ってお客様に適切に伝えるというコミュニ

ケーションが欠かせない業界にいた、コミュニケーショ

ンにこだわるのはそのせいもありますけど、いまの質問

の回答としてはそうではなくて…原体験のようなことを

答えたほうがいいのかな？ 

なぜギャップを埋めたいのか、と言われて思い出すのは、

小学生のときにテレビで観ていた「ザ・トップテン」や

「ザ・ベストテン」みたいなランキング形式の歌番組の

ことです。少し長い話になるんですがいいですかね？

（笑）

僕は毎週番組で発表されるランキングを書き留めて、そ

のランキングに対して、自分の考えるランキングを作っ

ていたんです。まず、歌手名と曲名を書いた紙を用意す

る。そして、その紙をひたすら並びかえるんです。作業

自体は簡単なのですが、なかなかすぐに決まらないんで

すよ（笑）。10 ～５位くらいまでは感覚的に簡単にいけ

るけど、その後が大変。

＞桑原

それは、ただ好きな曲を並べるだけではない、というこ

とですか？そこに何らかの基準があるということ？ 

＞伊藤

単なるそのときの自分の好みで決めるのではなく、一応、

過去からの流れをもとに決めるんです。新曲が出ない週

はランキングは動きにくいんですが、じゃあ４位と３位

を入れ替えるべきか、入れ替えるなら理由は何かとか。

この曲の順位を落とすのかとか、これまでの歴史をもと

にランキングの変える部分、変えない部分を考えていく。

だから深いところまで考えるようになるんです。

で、考えに考えてようやく自分なりのランキングが決ま

るとスッキリするんですが、スッキリしないときもある

んですよ。なんでだろう？と考えたら、自分の頭や心の

中にあることを、「ランキング」という形に落としこむ

作業がいかに難しいかってことに気づいたんです。自分

の中にあることと、自分が考えるランキングという“ア

ウトプットした形”はイコールではなくて、実は距離が

あるっていうことに気づいたんです。

＞桑原

頭の中にあるものと、そこから生み出される形には距離

がある、ということに気付いたと。そこを埋めることに

興味があった、ということですね。

＞伊藤

そう、そこが面白かったんです。頭や心に浮かんだこと

とアウトプットが違うことに気づいたのが面白かった、

単に違うというだけではなくて、それは何か発見してる

感じでもあるんですよね。文章を書いてはじめて、自

分の考えや思っていることに気づくときってあるじゃ

ないですか。アウトプットしないと自分の本音がわか

らない、みたいな。

----　ギャップに気付くための”セルフリテラシー” 

＞桑原

文章は本当にそうですね、「私ってこんなこと考えて

いたんだ」って気づくときがあります。外に向けた文

章はもちろん、日記なんかだとまさにそうですよね。

ところで伊藤さんは、日記は書いてました？私は小学

生の頃から書いているのですが…。

＞伊藤

日記的なものということでは、部活で練習日誌をつ

くっていました。陸上部の短距離選手だったのですが、

毎週タイムを計測するんです。計測したタイムを書き

留めておかないと、同じタイムでも昨日と何が違うの

か、とか気づけないんですよ。そこから練習メニュー

をつくっていくのが好きでした。自分で自分をコーチ

ングするみたいな感じですね。僕はひとりっ子なので、

何をするにしてもそういうところがあったかもしれま

せん。

＞桑原

私もひとりっ子なので、その感じはわかりますよ（笑）。

自分で自分をスケジューリングして、どんどんコーチ

ングしていってしまうというか…。

＞伊藤

そうそう（笑）自分で自分を見て、「このあたりに悪

い癖がでてきたから、あえて刺激を与えて修正してい

こう」みたいに。そういうやり方が自分にあっていた

し、セルフコーチングが好きなんだということにも気

づきましたね。

＞桑原

チームメイトにもコーチングしてたんですか？

＞伊藤

やっていましたよ。悩みを聞いて弱みを克服するため

のメニューを提案したり。今のコンサルティングの仕

事に近いですよね。

でも、人の相談に乗るのが好き、というわけじゃない

んです。その人が考えていることと実際の状態との

ギャップを“本人に発見してもらうプロセス”が面白

いというか。僕がランキングをつくりながら気づいた

「頭の中と外で形にしたものとのギャップ」を、他人

にも気づいてもらうのが好きなんですね。
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＞桑原

その人のギャップを埋めたいわけじゃなくて、ギャッ

プがあるんだよ、と気づいてもらうことが面白いって

ことですよね。そこに気づかせるには、考える手法だっ

たり、何かプログラムのようなものが必要ですよね？

＞伊藤

そういう気付いてもらうためのプログラムが、今、自

分たちがつくっているコンテンツにつながっていま

す。コンテンツの形は本だったり、思考のフレームワー

クだったり、毎年の年賀状（※注 1）だったりさまざ

まですが。

（※1）『asobot』の年賀状は、コミュニケーションカー

ドゲームや、SDGS 手帳など、単なる挨拶状だけでは

ない、思考をうながすためのツールがついている。

自分自身でも、他人に対してでも、ギャップに気付く

ための土台は、「セルフリテラシー（自分を読み解く

力）」だと僕は思うんですよね。たとえば、自分と他

人の頭の中にある検索エンジンや蓄積しているデータ

は異なっているから、ある一つの話をしていても、全

然違う景色を思い浮かべていたりする。だから自分は

こう見えていると主張したいし、反対に他の人がどう

見えているかも知りたい。自分と他の人の間にギャッ

プがあるわけですが、そこに気付くには、まず自分と

のコミュニケーションがないとできないですよね。

-----------　「伝わらない」が出発点

＞伊藤

けれども、自分でも自分のことがわからないし、他の

人はみんなそれぞれ違うんだから、そう簡単には

“ギャップ”は埋まらない。僕のコミュニケーション

の出発点は、「伝わらない」なんですよ (笑 )。

＞桑原

「伝わらない」を出発点にコミュニケーションを始め

る…なるほど ( 笑 )　伝える手段としては、言葉とか、

写真とか、いろいろありますけど、伊藤さんは何にこ

だわっていますか？

＞伊藤

やっぱり言葉ですかね。先ほど話したとおり子供のこ

ろから歌謡曲が好きで、歌詞に影響されたりしていま

したね。「ガラスの 10 代」というタイトルにときめい

たりとか。光 GENJI にときめいていたわけじゃないで

すよ（笑）「10 代を“ガラス”って表現するんだ！」

みたいな。なぜこの言葉に自分がグっとくるのか、な

んで惹かれるのかを探索していました。これは今も同

じですね。

＞桑原

たとえば誰かが考えたことを明瞭に伝えるなら、

やっぱり言葉の力は大きいですよね。一方で、言

葉の難しさもありますよね？最近、霊長類学者の

山際壽一さんと、芥川賞作家の小川洋子さんがゴ

リラとヒトについて語り合った書籍（『ゴリラの森、

言葉の海』新潮社刊）を読んだのですが、そのな

かで山際さんが「言葉は信頼を担保しない」とおっ

しゃっていたのが印象的でした。

動物には表情だったり触覚だったり、嘘のつけな

い世界があって、コミュニケーションもそういう

土台の上で交わされるので、そこに安心感や信頼

が生まれるんだそうです。だけど、人間だけが使

える言語は嘘をついたり、いくらでもごまかした

りすることができる。

＞伊藤

言葉によるコミュニケーションの難しさは、いつ

も感じていますよ。言葉で伝えることの限界と可

能性を行ったり来たりしていますね。どちらかと

いえば、限界を感じることのほうが多いかな…。

でも、結局のところ言葉でしか思考できないし、

自分を捉えようとすると言葉になってしまうから。

＞桑原

自分の考えていることや、感覚とか感情を言葉で

捉えようとする、というのは、まさに「セルフリ

テラシー」ですよね。

＞伊藤

でも、先ほどの話のように言葉で捉えることって

むずかしいんですよね。そもそも自分自身を捉え

ることが大変なのに、他人を理解するのはもっと

難しい。みんながそれぞれセルフリテラシーを意

識していたら、つまり、「自分自身も偏っている」

と認識できていたら、コミュニケーションってもっ

とスムーズなのでは？　と思ってしまいます。

＞桑原

だから「伝わらない」を出発点にコミュニケーショ

ンを始める、ということなんですね（笑）　

------　「異なる世代」という他者とコミュニケー

トしていくには？ 

＞桑原

ちなみに、伊藤さんが「伝わった！」って思うと

きはどういうときですか？

＞伊藤

僕の仕事の場合は、アウトプットとして表現した形

がどう伝わったか、ということになるんですが、そ

の表現には「わたしはこう思ってつくりましたけど、

あなただったらどう思いますか？」という問いを含

んでいることが多いです。その問いに対して、「わた

しだったらこう思う」っていう思考が起きてくれた

らいいなと思っていて、そういうことが起きたとき

は「伝わった」と感じて嬉しいですよね。

桑原さんとの打ち合わせのときにも、問いを仕掛け

ているんですよ。桑原さんが急に立ち上がってホワ

イトボードに絵を書き出すときがありますよね。あ

あいう「思考が回りだしだな」と感じる瞬間は面白

いです。自己対話が始まったなと。逆にそうならな

いとつまらないですよね。

＞桑原

伊藤さんの仕事って大変ですよね。当たり前ですけ

ど自分以外はみんな他人で、思考プロセスや価値観

はバラバラだし、無限のパターンと対峙しながら、

相手に伝えなければならない…。

＞伊藤

もちろん、失敗することもありますよ。ダメだった

なと反省することも多いです。

僕がよくやるのは、自分自身が「わからないことが

わかるようになった」経験を振り返って、そのプロ

セスを丁寧に解体するんです。そうすると、自分の“わ

かるようになった”というプロセスの中で、他の人

にも応用できそうな部分が見つかったりするんです。

＞桑原

「セルフリテラシー」って“自分との対話”なのだな、

と伊藤さんと今日話して思いましたが、自分と対話

するだけではなくて、自分の“思考のプロセス”から、

他人とのコミュニケーションに生かせることを見つ

けていく、ということなのかなと感じました。

この後、若者とシニアのコミュニケーションの話題

にうつりますが、「世代が異なる人たち」というのは

まさに他者ですよね。異なる世代でのコミュニケー

ションにおいても、他の世代の人のことを考えるま

えに、まず自分自身のことを考えていないと、お互

い伝え合うことができないのかなと思いました。

＞伊藤

世代間のコミュニケーションも、他者に「伝わらない」

ということを出発点に始めるということですよね。

他者にどのくらい伝わらないかっていう挫折体験は、

僕は海外を旅して味わいました。環境や文化などさ

まざまな前提条件が違う人たちが世界にはたくさん

いて、そこでは自分の正しさや正義も伝わらない。

それに比べたら、なんて日本は伝わりやすいんだと

思います。なぜなら「異文化」より、同じ日本の中

での「異世代」のほうが伝わりやすいはずですから。

少なくとも日本語という「言葉」が共通言語として

ある。言葉を起点に、例えば「優しさってなんだろ

う？」と、さまざま世代で丁寧に考えてみる。そうやっ

ていけば、コミュニケーションは比較的取りやすい

ような気がします。

＜後編につづく＞
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作業がいかに難しいかってことに気づいたんです。自分

の中にあることと、自分が考えるランキングという“ア

ウトプットした形”はイコールではなくて、実は距離が

あるっていうことに気づいたんです。

＞桑原

頭の中にあるものと、そこから生み出される形には距離

がある、ということに気付いたと。そこを埋めることに

興味があった、ということですね。

＞伊藤

そう、そこが面白かったんです。頭や心に浮かんだこと

とアウトプットが違うことに気づいたのが面白かった、

単に違うというだけではなくて、それは何か発見してる

感じでもあるんですよね。文章を書いてはじめて、自

分の考えや思っていることに気づくときってあるじゃ

ないですか。アウトプットしないと自分の本音がわか

らない、みたいな。

----　ギャップに気付くための”セルフリテラシー” 

＞桑原

文章は本当にそうですね、「私ってこんなこと考えて

いたんだ」って気づくときがあります。外に向けた文

章はもちろん、日記なんかだとまさにそうですよね。

ところで伊藤さんは、日記は書いてました？私は小学

生の頃から書いているのですが…。

＞伊藤

日記的なものということでは、部活で練習日誌をつ

くっていました。陸上部の短距離選手だったのですが、

毎週タイムを計測するんです。計測したタイムを書き

留めておかないと、同じタイムでも昨日と何が違うの

か、とか気づけないんですよ。そこから練習メニュー

をつくっていくのが好きでした。自分で自分をコーチ

ングするみたいな感じですね。僕はひとりっ子なので、

何をするにしてもそういうところがあったかもしれま

せん。

＞桑原

私もひとりっ子なので、その感じはわかりますよ（笑）。

自分で自分をスケジューリングして、どんどんコーチ

ングしていってしまうというか…。

＞伊藤

そうそう（笑）自分で自分を見て、「このあたりに悪

い癖がでてきたから、あえて刺激を与えて修正してい

こう」みたいに。そういうやり方が自分にあっていた

し、セルフコーチングが好きなんだということにも気

づきましたね。

＞桑原

チームメイトにもコーチングしてたんですか？

＞伊藤

やっていましたよ。悩みを聞いて弱みを克服するため

のメニューを提案したり。今のコンサルティングの仕

事に近いですよね。

でも、人の相談に乗るのが好き、というわけじゃない

んです。その人が考えていることと実際の状態との

ギャップを“本人に発見してもらうプロセス”が面白

いというか。僕がランキングをつくりながら気づいた

「頭の中と外で形にしたものとのギャップ」を、他人

にも気づいてもらうのが好きなんですね。
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＞桑原

その人のギャップを埋めたいわけじゃなくて、ギャッ

プがあるんだよ、と気づいてもらうことが面白いって

ことですよね。そこに気づかせるには、考える手法だっ

たり、何かプログラムのようなものが必要ですよね？

＞伊藤

そういう気付いてもらうためのプログラムが、今、自

分たちがつくっているコンテンツにつながっていま

す。コンテンツの形は本だったり、思考のフレームワー

クだったり、毎年の年賀状（※注 1）だったりさまざ

まですが。

（※1）『asobot』の年賀状は、コミュニケーションカー

ドゲームや、SDGS 手帳など、単なる挨拶状だけでは

ない、思考をうながすためのツールがついている。

自分自身でも、他人に対してでも、ギャップに気付く

ための土台は、「セルフリテラシー（自分を読み解く

力）」だと僕は思うんですよね。たとえば、自分と他

人の頭の中にある検索エンジンや蓄積しているデータ

は異なっているから、ある一つの話をしていても、全

然違う景色を思い浮かべていたりする。だから自分は

こう見えていると主張したいし、反対に他の人がどう

見えているかも知りたい。自分と他の人の間にギャッ

プがあるわけですが、そこに気付くには、まず自分と

のコミュニケーションがないとできないですよね。

-----------　「伝わらない」が出発点

＞伊藤

けれども、自分でも自分のことがわからないし、他の

人はみんなそれぞれ違うんだから、そう簡単には

“ギャップ”は埋まらない。僕のコミュニケーション

の出発点は、「伝わらない」なんですよ (笑 )。

＞桑原

「伝わらない」を出発点にコミュニケーションを始め

る…なるほど ( 笑 )　伝える手段としては、言葉とか、

写真とか、いろいろありますけど、伊藤さんは何にこ

だわっていますか？

＞伊藤

やっぱり言葉ですかね。先ほど話したとおり子供のこ

ろから歌謡曲が好きで、歌詞に影響されたりしていま

したね。「ガラスの 10 代」というタイトルにときめい

たりとか。光 GENJI にときめいていたわけじゃないで

すよ（笑）「10 代を“ガラス”って表現するんだ！」

みたいな。なぜこの言葉に自分がグっとくるのか、な

んで惹かれるのかを探索していました。これは今も同

じですね。

＞桑原

たとえば誰かが考えたことを明瞭に伝えるなら、

やっぱり言葉の力は大きいですよね。一方で、言

葉の難しさもありますよね？最近、霊長類学者の

山際壽一さんと、芥川賞作家の小川洋子さんがゴ

リラとヒトについて語り合った書籍（『ゴリラの森、

言葉の海』新潮社刊）を読んだのですが、そのな

かで山際さんが「言葉は信頼を担保しない」とおっ

しゃっていたのが印象的でした。

動物には表情だったり触覚だったり、嘘のつけな

い世界があって、コミュニケーションもそういう

土台の上で交わされるので、そこに安心感や信頼

が生まれるんだそうです。だけど、人間だけが使

える言語は嘘をついたり、いくらでもごまかした

りすることができる。

＞伊藤

言葉によるコミュニケーションの難しさは、いつ

も感じていますよ。言葉で伝えることの限界と可

能性を行ったり来たりしていますね。どちらかと

いえば、限界を感じることのほうが多いかな…。

でも、結局のところ言葉でしか思考できないし、

自分を捉えようとすると言葉になってしまうから。

＞桑原

自分の考えていることや、感覚とか感情を言葉で

捉えようとする、というのは、まさに「セルフリ

テラシー」ですよね。

＞伊藤

でも、先ほどの話のように言葉で捉えることって

むずかしいんですよね。そもそも自分自身を捉え

ることが大変なのに、他人を理解するのはもっと

難しい。みんながそれぞれセルフリテラシーを意

識していたら、つまり、「自分自身も偏っている」

と認識できていたら、コミュニケーションってもっ

とスムーズなのでは？　と思ってしまいます。

＞桑原

だから「伝わらない」を出発点にコミュニケーショ

ンを始める、ということなんですね（笑）　

------　「異なる世代」という他者とコミュニケー

トしていくには？ 

＞桑原

ちなみに、伊藤さんが「伝わった！」って思うと

きはどういうときですか？

＞伊藤

僕の仕事の場合は、アウトプットとして表現した形

がどう伝わったか、ということになるんですが、そ

の表現には「わたしはこう思ってつくりましたけど、

あなただったらどう思いますか？」という問いを含

んでいることが多いです。その問いに対して、「わた

しだったらこう思う」っていう思考が起きてくれた

らいいなと思っていて、そういうことが起きたとき

は「伝わった」と感じて嬉しいですよね。

桑原さんとの打ち合わせのときにも、問いを仕掛け

ているんですよ。桑原さんが急に立ち上がってホワ

イトボードに絵を書き出すときがありますよね。あ

あいう「思考が回りだしだな」と感じる瞬間は面白

いです。自己対話が始まったなと。逆にそうならな

いとつまらないですよね。

＞桑原

伊藤さんの仕事って大変ですよね。当たり前ですけ

ど自分以外はみんな他人で、思考プロセスや価値観

はバラバラだし、無限のパターンと対峙しながら、

相手に伝えなければならない…。

＞伊藤

もちろん、失敗することもありますよ。ダメだった

なと反省することも多いです。

僕がよくやるのは、自分自身が「わからないことが

わかるようになった」経験を振り返って、そのプロ

セスを丁寧に解体するんです。そうすると、自分の“わ

かるようになった”というプロセスの中で、他の人

にも応用できそうな部分が見つかったりするんです。

＞桑原

「セルフリテラシー」って“自分との対話”なのだな、

と伊藤さんと今日話して思いましたが、自分と対話

するだけではなくて、自分の“思考のプロセス”から、

他人とのコミュニケーションに生かせることを見つ

けていく、ということなのかなと感じました。

この後、若者とシニアのコミュニケーションの話題

にうつりますが、「世代が異なる人たち」というのは

まさに他者ですよね。異なる世代でのコミュニケー

ションにおいても、他の世代の人のことを考えるま

えに、まず自分自身のことを考えていないと、お互

い伝え合うことができないのかなと思いました。

＞伊藤

世代間のコミュニケーションも、他者に「伝わらない」

ということを出発点に始めるということですよね。

他者にどのくらい伝わらないかっていう挫折体験は、

僕は海外を旅して味わいました。環境や文化などさ

まざまな前提条件が違う人たちが世界にはたくさん

いて、そこでは自分の正しさや正義も伝わらない。

それに比べたら、なんて日本は伝わりやすいんだと

思います。なぜなら「異文化」より、同じ日本の中

での「異世代」のほうが伝わりやすいはずですから。

少なくとも日本語という「言葉」が共通言語として

ある。言葉を起点に、例えば「優しさってなんだろ

う？」と、さまざま世代で丁寧に考えてみる。そうやっ

ていけば、コミュニケーションは比較的取りやすい

ような気がします。

＜後編につづく＞



--------　頭に浮かんだこととアウトプットが違う

＞伊藤

『BABA lab』とのつきあいは、もう７年くらいになります

かね。こうやって改まって話す機会がないので、ちょっと

照れくさいですね。

＞桑原
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プや、私や伊藤さんくらいの中間の世代ができること

について、いろいろと話せればと思います。
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ものについて、少し教えてもらいたいんです。
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ミュニケーション」ということにとてもこだわってい
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＞伊藤
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のランキングに対して、自分の考えるランキングを作っ

ていたんです。まず、歌手名と曲名を書いた紙を用意す

る。そして、その紙をひたすら並びかえるんです。作業

自体は簡単なのですが、なかなかすぐに決まらないんで

すよ（笑）。10 ～５位くらいまでは感覚的に簡単にいけ

るけど、その後が大変。

＞桑原
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とですか？そこに何らかの基準があるということ？ 

＞伊藤
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だから深いところまで考えるようになるんです。

で、考えに考えてようやく自分なりのランキングが決ま

るとスッキリするんですが、スッキリしないときもある

んですよ。なんでだろう？と考えたら、自分の頭や心の

中にあることを、「ランキング」という形に落としこむ

作業がいかに難しいかってことに気づいたんです。自分

の中にあることと、自分が考えるランキングという“ア

ウトプットした形”はイコールではなくて、実は距離が

あるっていうことに気づいたんです。

＞桑原

頭の中にあるものと、そこから生み出される形には距離

がある、ということに気付いたと。そこを埋めることに

興味があった、ということですね。

＞伊藤

そう、そこが面白かったんです。頭や心に浮かんだこと

とアウトプットが違うことに気づいたのが面白かった、

単に違うというだけではなくて、それは何か発見してる

感じでもあるんですよね。文章を書いてはじめて、自

分の考えや思っていることに気づくときってあるじゃ

ないですか。アウトプットしないと自分の本音がわか

らない、みたいな。

----　ギャップに気付くための”セルフリテラシー” 

＞桑原

文章は本当にそうですね、「私ってこんなこと考えて

いたんだ」って気づくときがあります。外に向けた文

章はもちろん、日記なんかだとまさにそうですよね。

ところで伊藤さんは、日記は書いてました？私は小学

生の頃から書いているのですが…。

＞伊藤

日記的なものということでは、部活で練習日誌をつ

くっていました。陸上部の短距離選手だったのですが、

毎週タイムを計測するんです。計測したタイムを書き

留めておかないと、同じタイムでも昨日と何が違うの

か、とか気づけないんですよ。そこから練習メニュー

をつくっていくのが好きでした。自分で自分をコーチ

ングするみたいな感じですね。僕はひとりっ子なので、

何をするにしてもそういうところがあったかもしれま

せん。

＞桑原

私もひとりっ子なので、その感じはわかりますよ（笑）。

自分で自分をスケジューリングして、どんどんコーチ

ングしていってしまうというか…。

＞伊藤

そうそう（笑）自分で自分を見て、「このあたりに悪

い癖がでてきたから、あえて刺激を与えて修正してい

こう」みたいに。そういうやり方が自分にあっていた

し、セルフコーチングが好きなんだということにも気

づきましたね。

＞桑原

チームメイトにもコーチングしてたんですか？

＞伊藤

やっていましたよ。悩みを聞いて弱みを克服するため

のメニューを提案したり。今のコンサルティングの仕

事に近いですよね。

でも、人の相談に乗るのが好き、というわけじゃない

んです。その人が考えていることと実際の状態との

ギャップを“本人に発見してもらうプロセス”が面白

いというか。僕がランキングをつくりながら気づいた

「頭の中と外で形にしたものとのギャップ」を、他人

にも気づいてもらうのが好きなんですね。
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＞桑原

その人のギャップを埋めたいわけじゃなくて、ギャッ

プがあるんだよ、と気づいてもらうことが面白いって

ことですよね。そこに気づかせるには、考える手法だっ

たり、何かプログラムのようなものが必要ですよね？

＞伊藤

そういう気付いてもらうためのプログラムが、今、自

分たちがつくっているコンテンツにつながっていま

す。コンテンツの形は本だったり、思考のフレームワー

クだったり、毎年の年賀状（※注 1）だったりさまざ

まですが。

（※1）『asobot』の年賀状は、コミュニケーションカー

ドゲームや、SDGS 手帳など、単なる挨拶状だけでは

ない、思考をうながすためのツールがついている。

自分自身でも、他人に対してでも、ギャップに気付く

ための土台は、「セルフリテラシー（自分を読み解く

力）」だと僕は思うんですよね。たとえば、自分と他

人の頭の中にある検索エンジンや蓄積しているデータ

は異なっているから、ある一つの話をしていても、全

然違う景色を思い浮かべていたりする。だから自分は

こう見えていると主張したいし、反対に他の人がどう

見えているかも知りたい。自分と他の人の間にギャッ

プがあるわけですが、そこに気付くには、まず自分と

のコミュニケーションがないとできないですよね。

-----------　「伝わらない」が出発点

＞伊藤

けれども、自分でも自分のことがわからないし、他の

人はみんなそれぞれ違うんだから、そう簡単には

“ギャップ”は埋まらない。僕のコミュニケーション

の出発点は、「伝わらない」なんですよ (笑 )。

＞桑原

「伝わらない」を出発点にコミュニケーションを始め

る…なるほど ( 笑 )　伝える手段としては、言葉とか、

写真とか、いろいろありますけど、伊藤さんは何にこ

だわっていますか？

＞伊藤

やっぱり言葉ですかね。先ほど話したとおり子供のこ

ろから歌謡曲が好きで、歌詞に影響されたりしていま

したね。「ガラスの 10 代」というタイトルにときめい

たりとか。光 GENJI にときめいていたわけじゃないで

すよ（笑）「10 代を“ガラス”って表現するんだ！」

みたいな。なぜこの言葉に自分がグっとくるのか、な

んで惹かれるのかを探索していました。これは今も同

じですね。

＞桑原

たとえば誰かが考えたことを明瞭に伝えるなら、

やっぱり言葉の力は大きいですよね。一方で、言

葉の難しさもありますよね？最近、霊長類学者の

山際壽一さんと、芥川賞作家の小川洋子さんがゴ

リラとヒトについて語り合った書籍（『ゴリラの森、

言葉の海』新潮社刊）を読んだのですが、そのな

かで山際さんが「言葉は信頼を担保しない」とおっ

しゃっていたのが印象的でした。

動物には表情だったり触覚だったり、嘘のつけな

い世界があって、コミュニケーションもそういう

土台の上で交わされるので、そこに安心感や信頼

が生まれるんだそうです。だけど、人間だけが使

える言語は嘘をついたり、いくらでもごまかした

りすることができる。

＞伊藤

言葉によるコミュニケーションの難しさは、いつ

も感じていますよ。言葉で伝えることの限界と可

能性を行ったり来たりしていますね。どちらかと

いえば、限界を感じることのほうが多いかな…。

でも、結局のところ言葉でしか思考できないし、

自分を捉えようとすると言葉になってしまうから。

＞桑原

自分の考えていることや、感覚とか感情を言葉で

捉えようとする、というのは、まさに「セルフリ

テラシー」ですよね。

＞伊藤

でも、先ほどの話のように言葉で捉えることって

むずかしいんですよね。そもそも自分自身を捉え

ることが大変なのに、他人を理解するのはもっと

難しい。みんながそれぞれセルフリテラシーを意

識していたら、つまり、「自分自身も偏っている」

と認識できていたら、コミュニケーションってもっ

とスムーズなのでは？　と思ってしまいます。

＞桑原

だから「伝わらない」を出発点にコミュニケーショ

ンを始める、ということなんですね（笑）　

------　「異なる世代」という他者とコミュニケー

トしていくには？ 

＞桑原

ちなみに、伊藤さんが「伝わった！」って思うと

きはどういうときですか？

＞伊藤

僕の仕事の場合は、アウトプットとして表現した形

がどう伝わったか、ということになるんですが、そ

の表現には「わたしはこう思ってつくりましたけど、

あなただったらどう思いますか？」という問いを含

んでいることが多いです。その問いに対して、「わた

しだったらこう思う」っていう思考が起きてくれた

らいいなと思っていて、そういうことが起きたとき

は「伝わった」と感じて嬉しいですよね。

桑原さんとの打ち合わせのときにも、問いを仕掛け

ているんですよ。桑原さんが急に立ち上がってホワ

イトボードに絵を書き出すときがありますよね。あ

あいう「思考が回りだしだな」と感じる瞬間は面白

いです。自己対話が始まったなと。逆にそうならな

いとつまらないですよね。

＞桑原

伊藤さんの仕事って大変ですよね。当たり前ですけ

ど自分以外はみんな他人で、思考プロセスや価値観

はバラバラだし、無限のパターンと対峙しながら、

相手に伝えなければならない…。

＞伊藤

もちろん、失敗することもありますよ。ダメだった

なと反省することも多いです。

僕がよくやるのは、自分自身が「わからないことが

わかるようになった」経験を振り返って、そのプロ

セスを丁寧に解体するんです。そうすると、自分の“わ

かるようになった”というプロセスの中で、他の人

にも応用できそうな部分が見つかったりするんです。

＞桑原

「セルフリテラシー」って“自分との対話”なのだな、

と伊藤さんと今日話して思いましたが、自分と対話

するだけではなくて、自分の“思考のプロセス”から、

他人とのコミュニケーションに生かせることを見つ

けていく、ということなのかなと感じました。

この後、若者とシニアのコミュニケーションの話題

にうつりますが、「世代が異なる人たち」というのは

まさに他者ですよね。異なる世代でのコミュニケー

ションにおいても、他の世代の人のことを考えるま

えに、まず自分自身のことを考えていないと、お互

い伝え合うことができないのかなと思いました。

＞伊藤

世代間のコミュニケーションも、他者に「伝わらない」

ということを出発点に始めるということですよね。

他者にどのくらい伝わらないかっていう挫折体験は、

僕は海外を旅して味わいました。環境や文化などさ

まざまな前提条件が違う人たちが世界にはたくさん

いて、そこでは自分の正しさや正義も伝わらない。

それに比べたら、なんて日本は伝わりやすいんだと

思います。なぜなら「異文化」より、同じ日本の中

での「異世代」のほうが伝わりやすいはずですから。

少なくとも日本語という「言葉」が共通言語として

ある。言葉を起点に、例えば「優しさってなんだろ

う？」と、さまざま世代で丁寧に考えてみる。そうやっ

ていけば、コミュニケーションは比較的取りやすい

ような気がします。

＜後編につづく＞



--------　頭に浮かんだこととアウトプットが違う

＞伊藤

『BABA lab』とのつきあいは、もう７年くらいになります

かね。こうやって改まって話す機会がないので、ちょっと

照れくさいですね。

＞桑原

伊藤さんには『BABA lab』のさまざまな事業を一緒に考え

てもらっていますが、仕事以外の話をこうやってじっくり

語り合ったことはなかったですね。

最初は『BABA lab』で開発した孫育て商品のプロモーショ

ンの相談で私が『asobot』を訪れたんですよね。伊藤さん

からアドバイスを受け、『BABA lab』の事業は商品開発か

らサービス開発に軸を移していき、その後、『asobot』の

影響をうけてメディアも始めました。おかげで、こうして

伊藤さんを取材する機会ができました。

今回は、伊藤さんの得意分野である「コミュニケーショ

ン」をテーマに、若い人たちとシニアとの世代間ギャッ

プや、私や伊藤さんくらいの中間の世代ができること

について、いろいろと話せればと思います。

さっそくなのですが、「世代間のコミュニケーション」

についての話の前に、コミュニケーションをお仕事に

されている伊藤さんには、ぜひコミュニーションその

ものについて、少し教えてもらいたいんです。

実は以前から聞きたかったのですが、伊藤さんは、「コ

ミュニケーション」ということにとてもこだわってい

ますが、そのこだわり方として、コミュニケーション

にある “隔たりやギャップ”を常に埋めようとしてい

るのかな？　と思うときがあるんです。なぜそんなに、

ギャップを埋めたいのか…と、ちょっと思ったりする

のですが（笑）

＞伊藤

いきなり根本的なところから来ましたね（笑）　僕は

ファーストキャリアが広告代理店だったので、企業の要

望を汲み取ってお客様に適切に伝えるというコミュニ

ケーションが欠かせない業界にいた、コミュニケーショ

ンにこだわるのはそのせいもありますけど、いまの質問

の回答としてはそうではなくて…原体験のようなことを

答えたほうがいいのかな？ 

なぜギャップを埋めたいのか、と言われて思い出すのは、

小学生のときにテレビで観ていた「ザ・トップテン」や

「ザ・ベストテン」みたいなランキング形式の歌番組の

ことです。少し長い話になるんですがいいですかね？

（笑）

僕は毎週番組で発表されるランキングを書き留めて、そ

のランキングに対して、自分の考えるランキングを作っ

ていたんです。まず、歌手名と曲名を書いた紙を用意す

る。そして、その紙をひたすら並びかえるんです。作業

自体は簡単なのですが、なかなかすぐに決まらないんで

すよ（笑）。10 ～５位くらいまでは感覚的に簡単にいけ

るけど、その後が大変。

＞桑原

それは、ただ好きな曲を並べるだけではない、というこ

とですか？そこに何らかの基準があるということ？ 

＞伊藤

単なるそのときの自分の好みで決めるのではなく、一応、

過去からの流れをもとに決めるんです。新曲が出ない週

はランキングは動きにくいんですが、じゃあ４位と３位

を入れ替えるべきか、入れ替えるなら理由は何かとか。

この曲の順位を落とすのかとか、これまでの歴史をもと

にランキングの変える部分、変えない部分を考えていく。

だから深いところまで考えるようになるんです。

で、考えに考えてようやく自分なりのランキングが決ま

るとスッキリするんですが、スッキリしないときもある

んですよ。なんでだろう？と考えたら、自分の頭や心の

中にあることを、「ランキング」という形に落としこむ

作業がいかに難しいかってことに気づいたんです。自分

の中にあることと、自分が考えるランキングという“ア

ウトプットした形”はイコールではなくて、実は距離が

あるっていうことに気づいたんです。

＞桑原

頭の中にあるものと、そこから生み出される形には距離

がある、ということに気付いたと。そこを埋めることに

興味があった、ということですね。

＞伊藤

そう、そこが面白かったんです。頭や心に浮かんだこと

とアウトプットが違うことに気づいたのが面白かった、

単に違うというだけではなくて、それは何か発見してる

感じでもあるんですよね。文章を書いてはじめて、自

分の考えや思っていることに気づくときってあるじゃ

ないですか。アウトプットしないと自分の本音がわか

らない、みたいな。

----　ギャップに気付くための”セルフリテラシー” 

＞桑原

文章は本当にそうですね、「私ってこんなこと考えて

いたんだ」って気づくときがあります。外に向けた文

章はもちろん、日記なんかだとまさにそうですよね。

ところで伊藤さんは、日記は書いてました？私は小学

生の頃から書いているのですが…。

＞伊藤

日記的なものということでは、部活で練習日誌をつ

くっていました。陸上部の短距離選手だったのですが、

毎週タイムを計測するんです。計測したタイムを書き

留めておかないと、同じタイムでも昨日と何が違うの

か、とか気づけないんですよ。そこから練習メニュー

をつくっていくのが好きでした。自分で自分をコーチ

ングするみたいな感じですね。僕はひとりっ子なので、

何をするにしてもそういうところがあったかもしれま

せん。

＞桑原

私もひとりっ子なので、その感じはわかりますよ（笑）。

自分で自分をスケジューリングして、どんどんコーチ

ングしていってしまうというか…。

＞伊藤

そうそう（笑）自分で自分を見て、「このあたりに悪

い癖がでてきたから、あえて刺激を与えて修正してい

こう」みたいに。そういうやり方が自分にあっていた

し、セルフコーチングが好きなんだということにも気

づきましたね。

＞桑原

チームメイトにもコーチングしてたんですか？

＞伊藤

やっていましたよ。悩みを聞いて弱みを克服するため

のメニューを提案したり。今のコンサルティングの仕

事に近いですよね。

でも、人の相談に乗るのが好き、というわけじゃない

んです。その人が考えていることと実際の状態との

ギャップを“本人に発見してもらうプロセス”が面白

いというか。僕がランキングをつくりながら気づいた

「頭の中と外で形にしたものとのギャップ」を、他人

にも気づいてもらうのが好きなんですね。

＞桑原

その人のギャップを埋めたいわけじゃなくて、ギャッ

プがあるんだよ、と気づいてもらうことが面白いって

ことですよね。そこに気づかせるには、考える手法だっ

たり、何かプログラムのようなものが必要ですよね？

＞伊藤

そういう気付いてもらうためのプログラムが、今、自

分たちがつくっているコンテンツにつながっていま

す。コンテンツの形は本だったり、思考のフレームワー

クだったり、毎年の年賀状（※注 1）だったりさまざ

まですが。

（※1）『asobot』の年賀状は、コミュニケーションカー

ドゲームや、SDGS 手帳など、単なる挨拶状だけでは

ない、思考をうながすためのツールがついている。

自分自身でも、他人に対してでも、ギャップに気付く

ための土台は、「セルフリテラシー（自分を読み解く

力）」だと僕は思うんですよね。たとえば、自分と他

人の頭の中にある検索エンジンや蓄積しているデータ

は異なっているから、ある一つの話をしていても、全

然違う景色を思い浮かべていたりする。だから自分は

こう見えていると主張したいし、反対に他の人がどう

見えているかも知りたい。自分と他の人の間にギャッ

プがあるわけですが、そこに気付くには、まず自分と

のコミュニケーションがないとできないですよね。

-----------　「伝わらない」が出発点

＞伊藤

けれども、自分でも自分のことがわからないし、他の

人はみんなそれぞれ違うんだから、そう簡単には

“ギャップ”は埋まらない。僕のコミュニケーション

の出発点は、「伝わらない」なんですよ (笑 )。

＞桑原

「伝わらない」を出発点にコミュニケーションを始め

る…なるほど ( 笑 )　伝える手段としては、言葉とか、

写真とか、いろいろありますけど、伊藤さんは何にこ

だわっていますか？

＞伊藤

やっぱり言葉ですかね。先ほど話したとおり子供のこ

ろから歌謡曲が好きで、歌詞に影響されたりしていま

したね。「ガラスの 10 代」というタイトルにときめい

たりとか。光 GENJI にときめいていたわけじゃないで

すよ（笑）「10 代を“ガラス”って表現するんだ！」

みたいな。なぜこの言葉に自分がグっとくるのか、な

んで惹かれるのかを探索していました。これは今も同

じですね。

＞桑原

たとえば誰かが考えたことを明瞭に伝えるなら、

やっぱり言葉の力は大きいですよね。一方で、言

葉の難しさもありますよね？最近、霊長類学者の

山際壽一さんと、芥川賞作家の小川洋子さんがゴ

リラとヒトについて語り合った書籍（『ゴリラの森、

言葉の海』新潮社刊）を読んだのですが、そのな

かで山際さんが「言葉は信頼を担保しない」とおっ

しゃっていたのが印象的でした。

動物には表情だったり触覚だったり、嘘のつけな

い世界があって、コミュニケーションもそういう

土台の上で交わされるので、そこに安心感や信頼

が生まれるんだそうです。だけど、人間だけが使

える言語は嘘をついたり、いくらでもごまかした

りすることができる。

＞伊藤

言葉によるコミュニケーションの難しさは、いつ

も感じていますよ。言葉で伝えることの限界と可

能性を行ったり来たりしていますね。どちらかと

いえば、限界を感じることのほうが多いかな…。

でも、結局のところ言葉でしか思考できないし、

自分を捉えようとすると言葉になってしまうから。

＞桑原

自分の考えていることや、感覚とか感情を言葉で

捉えようとする、というのは、まさに「セルフリ

テラシー」ですよね。

＞伊藤

でも、先ほどの話のように言葉で捉えることって

むずかしいんですよね。そもそも自分自身を捉え

ることが大変なのに、他人を理解するのはもっと

難しい。みんながそれぞれセルフリテラシーを意

識していたら、つまり、「自分自身も偏っている」

と認識できていたら、コミュニケーションってもっ

とスムーズなのでは？　と思ってしまいます。

＞桑原

だから「伝わらない」を出発点にコミュニケーショ

ンを始める、ということなんですね（笑）　

------　「異なる世代」という他者とコミュニケー

トしていくには？ 

＞桑原

ちなみに、伊藤さんが「伝わった！」って思うと

きはどういうときですか？
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＞伊藤

僕の仕事の場合は、アウトプットとして表現した形

がどう伝わったか、ということになるんですが、そ

の表現には「わたしはこう思ってつくりましたけど、

あなただったらどう思いますか？」という問いを含

んでいることが多いです。その問いに対して、「わた

しだったらこう思う」っていう思考が起きてくれた

らいいなと思っていて、そういうことが起きたとき

は「伝わった」と感じて嬉しいですよね。

桑原さんとの打ち合わせのときにも、問いを仕掛け

ているんですよ。桑原さんが急に立ち上がってホワ

イトボードに絵を書き出すときがありますよね。あ

あいう「思考が回りだしだな」と感じる瞬間は面白

いです。自己対話が始まったなと。逆にそうならな

いとつまらないですよね。

＞桑原

伊藤さんの仕事って大変ですよね。当たり前ですけ

ど自分以外はみんな他人で、思考プロセスや価値観

はバラバラだし、無限のパターンと対峙しながら、

相手に伝えなければならない…。

＞伊藤

もちろん、失敗することもありますよ。ダメだった

なと反省することも多いです。

僕がよくやるのは、自分自身が「わからないことが

わかるようになった」経験を振り返って、そのプロ

セスを丁寧に解体するんです。そうすると、自分の“わ

かるようになった”というプロセスの中で、他の人

にも応用できそうな部分が見つかったりするんです。

＞桑原

「セルフリテラシー」って“自分との対話”なのだな、

と伊藤さんと今日話して思いましたが、自分と対話

するだけではなくて、自分の“思考のプロセス”から、

他人とのコミュニケーションに生かせることを見つ

けていく、ということなのかなと感じました。

この後、若者とシニアのコミュニケーションの話題

にうつりますが、「世代が異なる人たち」というのは

まさに他者ですよね。異なる世代でのコミュニケー

ションにおいても、他の世代の人のことを考えるま

えに、まず自分自身のことを考えていないと、お互

い伝え合うことができないのかなと思いました。

＞伊藤

世代間のコミュニケーションも、他者に「伝わらない」

ということを出発点に始めるということですよね。

他者にどのくらい伝わらないかっていう挫折体験は、

僕は海外を旅して味わいました。環境や文化などさ

まざまな前提条件が違う人たちが世界にはたくさん

いて、そこでは自分の正しさや正義も伝わらない。

それに比べたら、なんて日本は伝わりやすいんだと

思います。なぜなら「異文化」より、同じ日本の中

での「異世代」のほうが伝わりやすいはずですから。

少なくとも日本語という「言葉」が共通言語として

ある。言葉を起点に、例えば「優しさってなんだろ

う？」と、さまざま世代で丁寧に考えてみる。そうやっ

ていけば、コミュニケーションは比較的取りやすい

ような気がします。

＜後編につづく＞


